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謹啓　時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
弊誌「月刊食品工場長」は、食品の生産拠点を支援することを目的とし、1997年5月に創刊して以来、食品工場における衛生管理対策や異物混入対策、人材育成など、食品製造に携わる方々に役立つ情報を提供して参りました。
さて、弊誌では今年も4月号において「食品への異物混入 リスクの低減」をテーマに特集を企画しております。
食品工場の多くが悩み、食品回収事例の中で最も多いのが異物混入を原因としたもの。また回収に至らなくとも異物混入問題は年間を通して発生しているのが実情です。異物混入が減らない理由としては、消費者の目が年々厳しくなっていることが挙げられますが、一方で食品工場側の対策が対症療法的なものにとどまっていることも否定できません。
さらに昨今の食品回収事例を見ると、企業に対する個人的なクレームを掲示板やSNSに投稿し、その情報が拡散するというケースが出てきており、新たな対応も求められています。
そこで本特集では、異物混入を防ぐためのマネジメントシステムづくりをはじめ、食品工場の異物混入および回収件数を少しでも減らすためのヒントを提供したいと考えております。
つきましては、異物混入対策のツールを開発し、食品工場をさまざまな形でサポートしていらっしゃる貴社におかれましても、本特集の企画趣旨にご賛同いただき、ぜひ広告のご出稿を賜りたくご案内申し上げました。お忙しいところ恐縮ではございますが、ご検討のほど何卒よろしくお願い申し上げます。
謹白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記
１・企画タイトル＝「食品への異物混入リスクの低減」（仮題）
２・発行号＝4月号（4月1日発行）　
３・特集ボリューム（予定）＝16頁～　
４・特集構成（予定）＝①基調記事②テーマ解説③取り組み事例④異物混入防止技術
ほか
　
広告掲載のご案内

純広告（上記④のコーナー内、または①②内、特集前後の頁への掲載になります）

●1頁（天地280×左右210㎜）　 　=350,000円（税別）（特集内・前後への掲載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※記事は④内への掲載になります。

●1/2頁（天地116×左右176㎜）=180,000円（税別）（④のコーナーへの掲載）
●1/4頁（天地116×左右 84㎜）　=90,000円（税別）（①②のコーナーへの掲載）
★広告をご出稿いただけますと、広告サイズに合わせて記事をサービスいたします。
●  広告お申込締切：2月末日
●  広告原稿締切：3月7日前後
※　広告完全データ（eps、ai）の〆切です。

※　広告データ作成は当社でも承ります（作成代が別途かかります）。

媒体データ
●  創刊：1997年
●  発行部数：4万9500部
●  発行形態：毎月1日発行、A4変形版 
●  特長：食品産業の生産拠点である食品工場の最高
責任者に求められるあらゆる技能知識、管理手法
などの情報を具体的に提供。

●  購読者層：食品産業に携わる経営者、管理者から
第一線監督者。他に経営企画、商品企画品質保証
生産管理などの担当者。

※弊誌WEBサイトは「月刊食品工場長」で検索していただ
くとご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上
月刊食品工場長4月号


特集「食品への異物混入リスクの低減」（仮題）


広告ご出稿のご提案
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